
（２）
日
本
館

日
本
政
府
直
営
の
パ
ビ
リ
オ
ン「
日
本
館
」は
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
鉄
骨
が
複
合
さ
れ
た
構
造
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

か
ら
成
る
壁
を
円
環
状
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
い
の
ち
の
循
環
を
体
現
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
国
産
ス
ギ
材
（
熊
本
県
、
岡
山

県
、
高
知
県
産
）
を
原
料
と
し
て
お
り
、
全
体
で

2
8
0
組
5
6
0
枚（
約
1
︐6
0
0
㎥
）使
用
し

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
会
期
終
了
後
、
解
体
や

大
阪・関
西
万
博
で
の
木
材
の
利
用

は
じ
め
に

４
月
13
日
か
ら
、
大
阪
市
夢
洲
で
、

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会（
略
称「
大
阪
・

関
西
万
博
」）」が
始
ま
り
ま
し
た（
会
期
は
10
月
13

日
ま
で
）。

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
達
成
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
森
林
資
源
の

循
環
利
用
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ

と
か
ら
、
パ
ビ
リ
オ
ン
等
の
建
築
物
に
多
く
の
木

材
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
け
る
木
材

の
調
達
方
針
を
説
明
し
た
上
で
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

①
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
け
る

木
材
の
調
達
方
針

（
公
社
）
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

は
、
万
博
の
物
品
調
達
等
に
関
し
て
、「
持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
同
コ
ー
ド
の
う
ち
、
木
材
の
個
別
基
準
で

は
、
合
法
性
、
計
画
的
な
森
林
の
管
理
経
営
、
生

態
系
の
保
全
、
先
住
民
の
権
利
尊
重
、
労
働
安
全

の
５
項
目
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
Ｐ

シリーズ

大
阪・関
西
万
博

Ｅ
Ｆ
Ｃ
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の
認
証
材
は
、
こ
れ
ら
の
要

件
へ
の
適
合
度
が
高
い
も
の
と
し
て
、
原
則
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

②
パ
ビ
リ
オ
ン
等
に
お
け
る
木
材

利
用

（１）
大
屋
根
リ
ン
グ

大
屋
根
リ
ン
グ
は
、
周
囲
約
２
㎞
、
高
さ
12

～
20 
m
、
幅
約
30 

m
、
外
径
は
約
6
7
5
m
の
円

形
の
木
造
建
築
物
で
、「
多
様
で
あ
り
な
が

ら
、
ひ
と
つ
」
と
い
う
万
博
の
理
念
を
表
し

て
い
ま
す
。
大
屋
根
リ
ン
グ
に
は
、
木
材
が

約
2 

7
︐0
0
0
㎥
使
用
さ
れ
て
お
り
、
建

築
面
積
が
6 

1
︐0
3
5
・
55
㎡
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
世
界
最
大
の
木
造
建
築
物
」と
し

て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
の
樹
種
は
、
国

産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
外
国
産
の
オ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
カ
マ
ツ
で
、
使
用
量
の
約
７
割
が
国

産
、
約
３
割
が
外
国
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

柱
と
梁
に
は
、
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
な
ど
の
集

成
材
が
使
用
さ
れ
、
日
本
の
神
社
仏
閣
な
ど

の
建
築
に
使
用
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
「
貫ぬ

き

接
合
」
を
基
本
と
し
て
、
金
属
製
の
ク
サ
ビ

や
金
属
プ
レ
ー
ト
、
ボ
ル
ト
な
ど
に
よ
り
接

合
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
根（
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
）に
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
約
6
︐0
0
0
㎥
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
来
場

者
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
か
ら
は
、
会
場
全
体
の
み
な
ら
ず
、
瀬

戸
内
海
や
大
阪
の
街
並
み
な
ど
の
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
会
期
終
了
後
の
大
屋
根
リ
ン
グ
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
博
覧
会
協
会
が
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
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（５）
ス
ペ
イ
ン
館

ス
ペ
イ
ン
館
は
、「
黒
潮
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

海
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
築
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

柱
、
梁
、
床
、
壁
に
は
、
日
本
産
の
カ
ラ
マ
ツ

と
ヒ
ノ
キ
が
1
︐0
0
0
㎥
使
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
木
材
は
、
国
内
の
事
業
者
が
供
給
し
ま

し
た
。

転
用
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
、
加
工
を
最
小
限

に
留
め
て
四
角
い
板
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
館
で
使
用
さ
れ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
再
利
用
に
向

ト
ラ
ン
ス
部
分
の
土
壁
に
も
、
淡
路
島
産
の
粘
土

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（４）
チ
ェ
コ
館

チ
ェ
コ
館
は
、
構
造
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
、
外
装

に
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
た
５
階
建
て
の

螺
旋
状
の
建
築
物
で
す
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
は
チ
ェ

コ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

回
廊
で
は
、
壁
・
床
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
現
し
で
利
用

さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
こ
の
回
廊
を
巡
り
な
が

ら
展
示
を
見
学
し
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
、

国
内
・
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
で
、
木
材
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
に
お
越
し
の
際

は
、
是
非
、
会
場
内
に
お
け
る
木
材
利
用
に
も
注

目
願
い
ま
す
。

け
て
、
令
和
３
年
に（
一
社
）日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
は

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
再
利
用
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
公
募
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
８
つ
の
企
業
と
５
つ
の
地
方
公

共
団
体
の
計
13
団
体
が
選
定
さ
れ
、
現
在
、
各

パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
活
用
方
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（３）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
館

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
館
は
、「
知
の
庭
」を
テ
ー
マ

と
し
て
お
り
、
外
観
が
特
徴
的
な
パ
ビ
リ
オ
ン
で

す
。
最
上
階
に
は
、
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
日
本

各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
ス
ギ
の
丸
太（
８
ｍ
）の
柱

2
8
6
本
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
丸
太
に
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
タ
グ
が
付
い
て
お
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
と
、
丸
太
の
産
地
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
閉
幕
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
柱

は
、
解
体
の
上
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
輸
送
さ

れ
、
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
市
に
お
い
て
教
育
の
た
め

の
場
と
し
て
再
構
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
１
階
の
外
壁
に
は
、
日
本
国
内
で
使
用

さ
れ
た
レ
ン
ガ
を
再
利
用
す
る
と
と
も
に
、
エ
ン
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